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1  総則 

1.1  適用範囲 

この仕様書は，航空自衛隊で使用する落下傘，制動傘及び７７式重物料投下器材（以下，

“落下傘等”という。）に共通する金属部分について規定する。 

なお，この仕様書に規定する金属部品は，表 1による。 
1.2  引用文書 

  この仕様書に引用する次の文書は，この仕様書に規定する範囲内において，この仕様書

の一部をなすものであり，入札書又は見積書の提出時における最新版とする。ただし，入

札書又は見積書の提出後，当該文書に改正があった場合には，その適用について別途協議

する。 

a)  規格 

ＪＩＳ Ｇ ３１０１    一般構造用圧延鋼材 

ＪＩＳ Ｇ ３１４１    冷間圧延鋼板及び鋼帯 

ＪＩＳ Ｇ ３３１１    みがき特殊帯鋼 

ＪＩＳ Ｇ ３４４５    機械構造用炭素鋼鋼管 

ＪＩＳ Ｇ ３４５９    配管用ステンレス鋼鋼管 

ＪＩＳ Ｇ ３５０５    軟鋼線材 

ＪＩＳ Ｇ ３５２２    ピアノ線 

ＪＩＳ Ｇ ３５３５     航空機用ワイヤーロープ 

ＪＩＳ Ｇ ４０５１    機械構造用炭素鋼鋼材 

ＪＩＳ Ｇ ４０５３    機械構造用合金鋼鋼材 

ＪＩＳ Ｇ ４３０５    冷間圧延ステンレス鋼板及び鋼帯 

ＪＩＳ Ｇ ４４０１    炭素工具鋼鋼材 

ＪＩＳ Ｇ ４８０４    硫黄及び硫黄複合快削鋼鋼材 
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品         名     落下傘等金属部品共通仕様書 

ＪＩＳ Ｇ ４８０５    高炭素クロム軸受鋼鋼材 

ＪＩＳ Ｈ ３１００     銅及び銅合金の板及び条 

ＪＩＳ Ｈ ３２５０    銅及び銅合金の棒 

ＪＩＳ Ｈ ４０００    アルミニウム及びアルミニウム合金の板及び条 

ＪＩＳ Ｈ ４０４０    アルミニウム及びアルミニウム合金の棒及び線 

ＭＩＬ－Ａ－８６２５    ANODIC COATINGS FOR ALUMINUM AND ALUMINUM AL- 

LOYS 
ＭＩＬ－Ｃ－４３８５９   COUPLING，EXTRACTION FORCE TRANSFER，AIRDROP 

ＭＩＬ－ＤＴＬ－８３４２０ WIRE ROPE，FLEXIBLE，FOR AIRCRAFT CONTROL 

ＭＩＬ－ＤＴＬ－８３４８８ COATING，ALUMINUM，HIGH PURITY 

ＭＩＬ－Ｈ－６８７５    HEAT TREATMENT OF STEEL RAW MATERIALS 

ＭＩＬ－Ｒ－４３８３８   RELEASE，CARGO PARACHUTE，AIRDROP，M-2 

ＭＩＬ－Ｓ－５０５９    STEEL，CORROSION RESISTANT 

ＭＩＬ－Ｓ－５６２６    STEEL，CHROME-MOLYBDENUM 

ＭＩＬ－Ｓ－６０４９    STEEL，CHROME-NICKEL-MOLYBDENUM 
ＭＩＬ－Ｓ－６０５０    STEEL，CHROME-NICKEL-MOLYBDENUM 

ＭＩＬ－Ｓ－６７２１    STEEL，CORROSION & HEAT RESISTANT(CHEMICALLY- 

STABILIZED) PLATE，SHEET 

ＭＩＬ－Ｓ－７９４７    STEEL，SHEET AND STRIP 

ＭＩＬ－Ｗ－６１０１    WIRE; SPRING STEEL 

ＭＩＬ－Ｗ－８３４２０   WIRE; ROPE，FLEXIBLE 

ＭＩＬ－ＤＴＬ－１６２３２ PHOSPHATE COATING，HEAVY，MANGANESE OR ZINC BASE 

ＱＱ－Ａ－２２５      ALUMINUM AND ALUMINUM ALLOY BAR，ROD，WIRE， 

OR SPECIAL SHAPES; ROLLED，DRAWN，ORCOLD FIN- 

ISHED 

ＱＱ－Ａ－２５０      COMPLETE SET OF SLASH SHEETS 

ＱＱ－Ａ－２６７      ALUMINUM ALLOY BARS，RODS，AND SHAPES，EXTRU- 

ED，2204 

ＱＱ－Ｓ－７００      STEEL SHEET AND STRIP，MEDIUM AND HIGH CARBON 

ＱＱ－Ｗ－３２１      WIRE，COPPER ALLOY 

ＱＱ－Ｗ－４２３      WIRE，STEEL，CORROSION-RESISTING 

ＱＱ－Ｗ－４７０      WIRE，STEEL，CARBON，SPRING，MUSIC 

ＡＭＳ－ＱＱ－Ｐ－４１６  PLATING，CADMIUM 

ＳＡＥ／ＡＭＳ ６３４９  STEEL BARS-0.95CR-0.20MO(0.38-0.43C) (SAE4140) 

NORMALIZE 
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品         名     落下傘等金属部品共通仕様書 

ＳＡＥ／ＡＭＳ ６３８２  STEEL，BARS，FORGINGS，& RINGS，0.95CR-0.20MO 

(0.38-0.43C) (SAE 4140) ANNEALED 

  ＳＡＥ／ＡＭＳ ２７５９／１HEAT TREATMENT OF CARBON AND LOW-ALLOY STEEL 

PARTS，MINIMUM TENSLIE STRENGTH BELOW 220 

KSI(1517 MPA) 

ＡＳＴＭ Ａ２２８     STEEL WIRE，MUSIC SPRING QUALITY，STANDARD S- 

PECIFICATION 

ＡＳＴＭ Ａ３１３     STAINLESS STEEL SPRINGWIRE，STANDARD SPECIFI- 

CATION 

ＡＳＴＭ Ａ５８０     STAINLESS STEEL WIRE，STANDARD SPECIFICATION 

ＡＳＴＭ Ｂ２２１     ALUMINUM & ALUMINUM-ALLOY EXTRUDED BARS，RODS， 

WIRE，PROFILES，& TUBES，STANDARD SPECIFICA- 

TION 

ＡＳＴＭ Ｂ２４１     ALUMINUM & ALUMINUM-ALLOY SEAMLESS PIPE & SE- 

AMLESS EXTRUDED TUBE，STANDARD SPECIFICATION 

ＳＡＥ １０３５      CARBON STEEL 

ＳＡＥ １０９５      CARBON TOOL STEEL 

ＳＡＥ－ＡＭＳ－Ｈ－６８７５HEAT TREATMENT OF STEEL RAW MATERIALS 

ＮＡＳ １０６８      NATIONAL AEROSPACE STANDARD NAS1068(A3) NUT， 

SELF-LOCKING PLATE，TWO LUG，LOW HEIGHT， 

C’BORED，FLOATING，REDUCED RIVET SPACING 

ＮＡＳＭ ２０４２６        NATIONAL AEROSPACE STANDARD NASM20426(AD5-5) RIV

ET，SOLID，COUNTERSUNK 100 PRECISION HEAD，ALUMI

NUM AND TITANIUM COLUMBIUM ALLOY 

  ＭＳ ２１０７５      MILITARY STANDARD MS21075(L3) NUT, SELF-LOCKING,

                 PLATE, TWO LUG, FLOATING, REDUCED RIVET SPACING,

                    LOW HEIGHT, STEEL 

  ＡＮ ５０３        AIR FORCE-NAVY AERONAUTICAL STANDARD AN503(6-6)

                SCREW - MACHINE, DRILLED FILLISTER HEAD, COARSE 

                THREAD   

2  製品に関する要求 

2.1   材料 

材料は，表１及び図１～図８９による。ただし，表１及び図１～図８９により難く代替

材料を使用する場合並びに表１及び図１～図８９の材料の規定がない場合は，最終目的を 

満足するもので軽量，かつ，実用に最適なものを選定して，あらかじめ契約担当官等の承

認を得る。 
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2.2   加工方法 

 鍛造，打抜，その他機械加工による。 

2.3   寸法 

寸法は，図１～図８９による。 

2.4   形状 

形状は，図１～図８９による。 

2.5   仕上げ 

仕上げは，落下傘等に損傷を与えるバリ，機能に有害な傷，割れ，さび，鋭角があって

はならない。 

3  品質保証 

3.1   試験方法 

試験方法は，図１～図８９に規定されているとおりとする。ただし，保証荷重は，引 

張速度無負荷時において１５ ｃｍ／分以下の試験装置で，３０秒間荷重を保持して変形 

等の異常があってはならない。 
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表 1－金属部品表 
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品 名 部品番号 図番号 

圧縮ばね １６０８６１３Ｃ 図１ 

安全金具 ０２１２４２Ａ９Ａ 図２ 

安全ピン ２７０８６３４ 図３ 

安全ピン赤札付 ３２６３０７１ 図４ 

イナーシャプレート ０１６０８３０ 図５ 

受皿（ディスク） ０１３０１８９Ａ 図６ 

裏金 １４２１１８７ 図７ 

円錐金具（Ａ） １５０８２６１ 図８ 

円錐金具（Ｂ） １５１０２６１Ａ 図９ 

円錐金具用座金 １５５３５６１ 図１０ 

円錐ばね（Ａ） ０１５６６１３Ｃ 図１１ 

円錐ばね（Ｂ） ０１５７６１４ 図１２ 

開傘バンドフック １６０４６００ 図１３ 

開傘バンドスプリング（Ａ） １６５９６００ 図１４ 

開傘バンドスプリング（Ｂ） １６５３６００ 図１４ 

開傘バンド止金具 １６０５３１３Ｃ 図１５ 

肩部離脱器（Ａ） ０２５０３９Ａ３Ｃ 図１６ 

肩部離脱器（Ｂ） ０２５２３９Ａ３Ｃ 

又は０２６４３９Ａ３Ｃ 
図１７ 

滑板 １１８１６８０ 図１８ 

カップ組立 ０１５９１８０ 図１９ 

仮縛金具 ２４４１６９０ 図２０ 

緊締具（Ａ） ３２４０４０９Ａ 図２１ 

緊締具（Ｂ） ３２９１３９Ａ３Ｃ 図２２ 

クレビス（小） ３３１５７５８ 図２３ 

クレビス（中） ０６０６３９９Ａ 図２４ 

クレビス（大） ０６０７３９９Ａ 図２５ 

懸吊金具（後部本体） ３３６１３６０ 図２６ 

鋼索Ａ ３３５５１６０－Ａ 図２７ 

鋼索Ｂ ３３５５１６０－Ｂ 図２７ 

鋼索Ｃ ３３５５１６０－Ｃ 図２７ 

鋼索Ｄ ３３５５１６０－Ｄ 図２７ 



表 1－金属部品表（続き） 

品 名 部品番号 図番号 

挿子 ０２１２３９Ａ３Ｃ－Ａ 図２８ 

三角環 ０７２６３９Ａ３Ｃ 図２９ 

傘骨 ０１０３６１３Ｃ 図３０ 

自動索環 １９０７３９Ａ３Ｃ 図３１ 

自動索用曳索セット（Ａ） ４１３１１９０ 図３２ 

蛇管（Ａ） ２１０４０４０ 図３３ 

蛇管（Ｂ） ２１０８０４０ 図３３ 

蛇管（Ｄ） ２１１２０４０ 図３３ 

蛇管口金 ２１２２１５３Ｃ 図３４ 

蛇管取付板（Ａ） ２１４４６６０ 

又は６３Ｃ４２１４ 
図３５ 

蛇管取付板（Ｃ） ２１４３４４Ａ３Ｃ 図３６ 

蛇管部保形板 １１３７６９０ 図３７ 

車両懸吊板（ブロックＡＳＳＹ） ３３３５２０８ 図３８ 

車両懸吊板（プレート） ３３４３１５８ 図３９ 

車両離脱具（フック） ３２８３２５８ 図４０ 

手動環室スプリング（Ａ） １６６０６００ 図４１ 

手動環室スプリング（Ｂ） １６５２６００ 図４１ 

手動環室補強板 １１１５４４Ａ３Ｃ 図４２ 

手動索（Ａ） ４１０１０１０ 図４３ 

手動索（Ｅ） ４１１５０１０ 図４４ 

スプリング組立 ０１５８６１３ 図４５ 

制限索環 ３３２０２０３Ｃ 図４６ 

制限索切断器取付具 ３３２０１８９Ａ 図４７ 

切断ナイフ ３３６２４５３Ｃ 図４８ 

切断ナイフ１号 ２４３５３９９Ａ 図４９ 

装帯調整環 ０８０９３９Ａ３Ｃ 図５０ 

タイマー取付板（Ａ） ３１２０１８９Ａ 図５１ 

抽出傘連結器 ３３４６１８９Ａ 図５２ 

抽出力変換連結器（３５Ｋ） ３３５８３９８ 図５３ 

遊動桿付吊フック ０３１０３９Ａ３Ｃ 図５４ 

吊フック（Ａ） ０３２４３９Ａ３Ｃ 図５５ 

吊フック（Ｂ） ０３３７３９Ａ３Ｃ 図５６ 
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表１－金属部品表（続き） 

品名 部品番号 図番号 

吊フック（Ｃ） ０３２３３９Ａ３Ｃ 図５７ 

吊フック（Ｄ） ０３４８３９Ａ３Ｃ 図５８ 

止ネジ（Ｂ） ２１２３２６５ 図５９ 

なす環 １９０４０１１ 図６０ 

二重Ｄ型環 ０５０６３９Ａ３Ｃ 図６１ 

二重Ｖ型環 ０７２２３９Ａ３Ｃ 図６２ 

フック止金具 １６０７６１３Ｃ 図６３ 

分離連結環（Ａ） ０５０３３９Ａ３Ｃ 図６４ 

分離連結環（Ｂ） ０５０７３９Ａ３Ｃ 図６５ 

方形環 ０９２０３９Ａ３Ｃ 図６６ 

保形板（Ａ） １１１７４４Ａ３Ｃ 図６７ 

保形板（Ｃ） １１３９４４Ａ３Ｃ 図６８ 

保形板（Ｄ） １１３８４４Ａ３Ｃ 図６９ 

保形板（Ｌ） １１８０１８０ 図７０ 

保形枠（Ｂ） １０１４６１３Ｃ 図７１ 

ホールド・ダウン・プレート

（Ｂ） 

１４２４１８９Ａ 図７２ 

山形環 ０７２１３９Ａ３Ｃ 図７３ 

遊動調整環（Ａ） ０８２０３９Ａ３Ｃ 図７４ 

遊動調整環（Ｂ） ０８２２３９Ａ３Ｃ 図７５ 

遊動調整環（Ｃ） 
０８２４３９Ａ３Ｃ 

図７６ 
又は０８７５３９Ａ３Ｃ 

遊動桿浮動止金具 １１５１６９０ 図７７ 

落下傘設置板 １１８０６８０ 図７８ 

落下傘分離器 ０２５５７６９Ａ 図７９ 

落下傘分離器特 1号 ３３５１３９８ 図８０ 

離脱器 ０２１２４２Ａ９Ａ 図８１ 

リテーナ ０１６１１９０ 図８２ 
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表１－金属部品表（続き） 

品名 部品番号 図番号 

連結環 ０９５６３９Ａ３Ｃ 図８３ 

連結環（Ｂ） ３３０９３９３Ｃ 図８４ 

連結器（Ａ） ３３０８４４３Ｃ 図８５ 

連結器（Ｂ） ３３４９１８９Ａ 図８６ 

肋骨保形板 １１１６４４Ａ３Ｃ 図８７ 

Ｖ型調整環（Ａ） ０８２１３９Ａ３Ｃ 図８８ 

Ｖ型調整環（Ｃ） 
０８５２３９Ａ３Ｃ 

図８８ 
又は０８７６３９Ａ３Ｃ 

Ｖ型調整環（Ｄ） ０８１７３９Ａ３Ｃ 図８８ 

変形Ｖ型環 ０７２８３９Ａ３Ｃ 図８９ 
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表１－金属部品表（続き） 

品名 材料・規格等 

歯付座金 ＭＳ３５３３３（－８８）又は類似の高級市販品 

４ ｍｍハトメ 市販品（黄銅） 

４.５ ｍｍハトメ 市販品（黄銅） 

６ ｍｍハトメ 市販品（黄銅） 無地又は黒ニッケルめっき 

６ ｍｍ歯付ハトメ 市販品（黄銅） 黒ニッケルめっき 

１０ ｍｍ歯付ハトメ 市販品（黄銅） 

１２ ｍｍハトメ ＡＮ６５６０Ｃ２又は類似の高級市販品 

クロームめっき 

１２ ｍｍ歯付ハトメ 市販品（黄銅） 

１５ ｍｍハトメ（Ａ） 
ＡＮ６５６０Ｃ１又は類似の高級市販品 

クロームめっき 

１５ ｍｍハトメ（Ｂ） 市販品（黄銅） 

７０５０押ボタン ＡＮ２２７（６Ｂ，７Ｂ，８Ｂ，９Ｂ）又は類似

の高級市販品 黒ニッケルめっき 

７０２１押ボタン ＡＮ２２７（１１Ｂ，１２Ｂ，１３Ｂ，１４Ｂ）

又は類似の高級市販品 黒ニッケルめっき 

スリーウェイ押ボタン ＡＮ２２７（９Ｂ，６２Ｂ，６３Ｂ，６４Ｂ）又

はＭＳ２７９８３（１Ｎ～４Ｎ）又は類似の高級

市販品 黒ニッケルめっき 

亀甲型押ボタン ＡＮ２２７（１，２，３，５）又は類似の高級市

販品 白ニッケルめっき 

ナット 部品番号 ５２－１６５０－０２（Ｃｏｍｍｅｒ

 Ｃｉａｌ Ｐａｒｔｓ）又は類似の高級市販品 

ボルト（Ａ） ＮＡＳ ６２３－３－３ 

ボルト（Ｂ） ＮＡＳ １２０３－１ 

 

 

 

 

 

 

 

9 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

注記１ スプリングの特性は，次による。 
a) 自由長  127 mm±10 ㎜ 
b) 全巻数  39巻±2巻 
c) 有効巻数 37巻±2巻 
d) 荷重   64 ㎜迄圧縮した時に 200 N～240 N 
e) 成形後応力除去処理する。 

注記２ 表面処理は，カドミウムめっきＡＭＳ－ＱＱ－Ｐ－４１６タイプⅠ又はⅡ，クラス
１又は，アルミニウムイオン蒸着ＭＩＬ－ＤＴＬ－８３４８８ タイプⅠ又はⅡ，
クラス２とする。 

 

             

図１－圧縮ばね 
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注記１ （ ）は，参考寸法を示す。 
注記２ 表面処理は，カドミウムめっきＡＭＳ－ＱＱ－Ｐ－４１６タイプⅠ又はⅡ，クラ

ス１又は，アルミニウムイオン蒸着ＭＩＬ－ＤＴＬ－８３４８８ タイプⅠ又は
Ⅱ，クラス２とする。 

注記３ 形状及び寸法は，０２１２４２Ａ９Ａ離脱器に嵌合し，離脱器の安全止めとな
る。 

 

             

図２－安全金具 
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注記 表面処理は，亜鉛めっきとする。 

 

                

図３－安全ピン 
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注記 表面処理は，次による。 
a) 安全ピン カドミウムめっきとする。 
b) 赤札   陽極処理赤色仕上げとする。 

 

             

図４－安全ピン赤札付 
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図５－イナーシャプレート 
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注記 表面処理は，陽極処理とする。 

 

             

図６－受皿（ディスク） 
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注記 表面処理は，全面塩化ビニール樹脂塗布とする。ただし，皿モミ面は塗布後，取り
除く。 

 

                

図７－裏金 
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注記 表面処理は，クロームめっき及びニッケル下地とする。ただし，めっき全厚さ 
0.007 ㎜以上とする。 

 

              

図８－円錐金具（Ａ） 
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注記 表面処理は，クロームめっき及びニッケル下地とする。ただし，めっき全厚さ 
0.01 ㎜以上とする。 

 

               

図９－円錐金具（Ｂ） 
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注記１ （ ）は参考寸法を示す。 
注記２ 表面処理は，クロームめっきとする。 

 

                

図１０－円錐金具用座金 
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注記１ 構造及び特性は，次による。 
a) 全巻数 6巻±1/2巻 
b) 有効巻数 4巻±1/2巻 
c) 荷重 25 ㎜まで圧縮したとき 89 N～133 N 
d) スプリングは，線が重なることなく完全に圧縮できなければならない。 

注記２ 表面処理は，カドミウムめっきＡＭＳ－ＱＱ－Ｐ－４１６タイプⅠ又はⅡ，クラ
ス１又は，アルミニウムイオン蒸着ＭＩＬ－ＤＴＬ－８３４８８ タイプⅠ又は
Ⅱ，クラス２とする。ただし，カシメパイプ組付前に処理する。 

                

図１１－円錐ばね（Ａ） 
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注記１ 構造及び特性は，次による。 
a) 全巻数 7 3/4巻±1/2巻 
b) 有効巻数 5 3/4巻±1/2巻 
c) 圧縮力 50 ㎜まで圧縮したとき 89 N～100 N 

注記２ 表面処理は，カドミウムめっき又はアルミニウムイオン蒸着施工とする。ただ
し，カシメパイプ組付前に処理する。 

 

                

図１２－円錐ばね（Ｂ） 
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注記 保証荷重として，図示の矢印Ｗ－Ｗの方向に規定された荷重をかけた時に，波形部
が変形することがあっても眼部から外れてはならない。 

 

               

図１３－開傘バンドフック 
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注記 構造及び特性，次による。 
a) コイル数 64 ㎜～68 ㎜/25.4 ㎜にして直線密着巻とする。 
b) 熱処理 成形後，温度 260 ℃～288 ℃にて応力除去処理する。 

 

                 

図１４－開傘バンドスプリング（Ａ・Ｂ） 
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注記１ （ ）は，参考寸法を示す。 
注記２ 表面処理は，カドミウムめっきＡＭＳ－ＱＱ－Ｐ－４１６タイプⅠ又はⅡ，クラ

ス１又は，アルミニウムイオン蒸着ＭＩＬ－ＤＴＬ－８３４８８ タイプⅠ又は
Ⅱ，クラス２とする。 

 

                

図１５－開傘バンド止金具 
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注記 構造及び特性は，次による。 
a) 保証荷重 図示の矢印Ａ－Ａ及びＢ－Ｂの方向にそれぞれ 22 270 Nの荷重をかけ

た時永久変形は 0.2 ㎜以下とする。 
b) 挿子分離力 図示の保証荷重の方向に 2 260 Nの荷重をかけた時に挿子は 70 N以

下で分離しなければならない。 
c) 抑え板開き力 抑え板は，25 N～34 Nで開かなければならない。 
d) 熱処理 本体及び挿子は，ＳＡＥ－ＡＭＳ－Ｈ－６８７５（ＭＩＬ－Ｈ－６８７

５）の 1 170 MPa～1 310 MPa（119 kgf/mm²～134 kgf/mm²）の処理を行い，製品
硬度 RC37～RC42とする。 

e) 表面処理 カドミウムめっきＡＭＳ－ＱＱ－Ｐ－４１６タイプⅠ又はⅡ，クラス
１又は，アルミニウムイオン蒸着ＭＩＬ－ＤＴＬ－８３４８８ タイプⅠ又は
Ⅱ，クラス２とする。 

                   

図１６－肩部離脱器（Ａ） 
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注記 構造及び特性は，次による。 
a) 抑え板開き力 抑え板は，25 N～34 Nで開かなければならない。 
b) 開閉板開放力 開閉板開放力は，次による。 

(1) ワイヤーロープの引手を垂直方向に引張った時の開放力は，53 N～110 Nで
なければならない。 

(2) ワイヤーロープの引手を開閉板回転の接線方向に引張った時の開放力は，30 
N以上でなければならない。 

c) 保証荷重 図示の矢印Ａ－Ａ及びＢ－Ｂの方向にそれぞれ 22 270 Nの荷重をかけ
た時永久変形は 0.2 ㎜以下とする。 

d) 挿子分離力 図示の保証荷重の方向に 300 Nの荷重をかけた時に挿子は 68 N以下
で分離しなければならない。 

e) 熱処理 本体及び挿子は，ＳＡＥ－ＡＭＳ－Ｈ－６８７５（ＭＩＬ－Ｈ－６８７
５）の 1 170 MPa～1 310 MPa（119 kgf/mm²～134 kgf/mm²）又はＳＡＥ／ＡＭＳ 
２７５９／１の 1 172 MPa～1 338 MPa(170 000 psi～194 000 psi)の処理を行
い，製品硬度 RC37～RC42とする。 

f) 表面処理 カドミウムめっきＡＭＳ－ＱＱ－Ｐ－４１６タイプⅠ又はⅡ，クラス
１又は，アルミニウムイオン蒸着ＭＩＬ－ＤＴＬ－８３４８８ タイプⅠ又は
Ⅱ，クラス２とする。ただし，ワイヤーロープ，パイプ，球及びリベットを除
く。 

                               

図１７－肩部離脱器（Ｂ） 
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注記 すべての鋭角は面取り加工する。 

                

            

図１８－滑板 
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注記 表面処理は，化学被膜処理する。 

               

              

図１９－カップ組立 
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注記 強度試験は，図示の矢印Ｗ－Ｗの方向に，破断抗力 690 N～790 Nを有する。 

 

                  

図２０－仮縛金具 
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注記１ （ ）は，参考寸法を示す。 
注記２ 構造及び特性は、次による。 

a) 保証荷重 図示の矢印Ｗ－Ｗの方向に規定された荷重をかけ，異状がない。  
b) 熱処理 フック（長）（短）は，製品硬度 RC24～RC32とする。 
c) 表面処理 表面処理は，次による。 

1） プレート・ハンドル ＭＩＬ－Ａ－８６２５ ＴＹＰＥ Ⅱにより陽極処理 
2） フック（長）（短）ＭＩＬ－ＤＴＬ－１６２３２ ＴＹＰＥ Ｚ ＣＬＡＳ

Ｓ２ 
 

                   

図２１－緊締具（Ａ） 
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注記１ （ ）は，参考寸法を示す。 
注記２ 構造及び特性は、次による。 

a) 保証荷重 図示の矢印Ｗ－Ｗの方向に規定された荷重をかけ異状がない。  
b) 熱処理 ＳＡＥ－ＡＭＳ－Ｈ－６８７５（ＭＩＬ－Ｈ－６８７５）の 1 170 MPa

～1 310 MPa（119 kgf/mm²～134 kgf/mm²）の処理を行い，製品硬度は RC38～
RC42とする。 

c) 表面処理 プレート・ハンドル・フック（長）（短）は，ＭＩＬ－ＤＴＬ－１６
２３２ ＴＹＰＥ Ｚ ＣＬＡＳＳ ４Ｂ又は相当処理とする。 
 

                      

図２２－緊締具（Ｂ） 
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注記 構造及び特性は，次による。 
a) 保証荷重 図示の矢印Ｗ－Ｗの方向に規定された荷重をかけ異状がない。 
b) 表面処理 表面処理は，次による。 

1)本体・ピン 燐酸被膜処理後，黒色塗装仕上とする。 
2)割ピン 低炭素鋼の場合，カドミウムめっき又は亜鉛めっき処理とする。 

 

                

図２３－クレビス（小） 
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注記 構造及び特性は，次による。 
a) 保証荷重 図示の矢印Ｗ－Ｗの方向に規定された荷重をかけ異状がない。 
b) 熱処理 ＳＡＥ－ＡＭＳ－Ｈ－６８７５（ＭＩＬ－Ｈ－６８７５）により，引張

強さ 1 030 MPa～1 170 MPa（105 kgf/mm²～119 kgf/mm²）に処理する。 
c) 表面処理 表面処理は，次による。 

1) 本体・ボルト・ナット 燐酸被膜処理後，黒色塗装仕上とする。 
2) 割ピン 低炭素鋼の場合，カドミウムめっき又は亜鉛めっき処理とする。 

 

                  

図２４－クレビス（中） 
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注記 構造及び特性は，次による。 
a) 保証荷重 図示の矢印Ｗ－Ｗの方向に規定された荷重をかけ異状がない。 
b) 熱処理 ＳＡＥ－ＡＭＳ－Ｈ－６８７５（ＭＩＬ－Ｈ－６８７５）により，引張

強さ 1 030 MPa～1 170 MPa（105 kgf/mm²～119 kgf/mm²）に処理する。 
c) 表面処理 表面処理は，次による。 

1) 本体・ボルト・ナット 燐酸被膜処理後，黒色塗装仕上とする。 
2) 割ピン 低炭素鋼の場合，カドミウムめっき又は亜鉛めっき処理とする。 

 

                  

図２５－クレビス（大） 
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注記 構造及び特性は，次による。 
a) 熱処理 製品硬度は，RC22～RC25に処理する。 
b) 表面処理 黒色塗装仕上げとする。 

 

                  

図２６－懸吊金具（後部本体） 
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注記１ （ ）は，参考寸法を示す。 
注記２ 種類及び a，bの寸法は表１による。 

 

 

 

                

図２７－鋼索（Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ） 
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注記 構造及び特性は、次による。 
a) 保証荷重 図示の矢印Ｗ－Ｗの方向に規定された荷重をかけ異状がない。  
b) 熱処理 ＳＡＥ－ＡＭＳ－Ｈ－６８７５（ＭＩＬ－Ｈ－６８７５）の 1 170 MPa

～1 310 MPa（119 kgf/mm²～134 kgf/mm²）の処理を行い，製品硬度は RC37～
RC42とする。（グリップを除く） 

c) 表面処理 カドミウムめっきＡＭＳ－ＱＱ－Ｐ－４１６タイプⅠ又はⅡ，クラス
１又は，アルミニウムイオン蒸着ＭＩＬ－ＤＴＬ－８３４８８ タイプⅠ又は
Ⅱ，クラス２とする。 
 

                 

図２８－挿子 
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注記 構造及び特性は、次による。 
a) 保証荷重 図示の矢印Ｗ－Ｗの方向に規定された荷重をかけ異状がない。  
b) 熱処理 ＳＡＥ－ＡＭＳ－Ｈ－６８７５（ＭＩＬ－Ｈ－６８７５）の 1 170 MPa

～1 310 MPa（119 kgf/mm²～134 kgf/mm²）の処理を行い，製品硬度は RC37～
RC42とする。 

c) 表面処理 カドミウムめっきＡＭＳ－ＱＱ－Ｐ－４１６タイプⅠ又はⅡ，クラス
１又は，アルミニウムイオン蒸着ＭＩＬ－ＤＴＬ－８３４８８ タイプⅠ又は
Ⅱ，クラス２とする。 
 

                

図２９-三角環 
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注記 構造及び特性は、次による。 
a) 熱処理 スプリングＡ及びＢは，成形後温度 260 ℃～288 ℃にて応力除去処理

する。 
b) 表面処理 カドミウムめっきＡＭＳ－ＱＱ－Ｐ－４１６タイプⅠ又はⅡ，クラス

１又は，アルミニウムイオン蒸着ＭＩＬ－ＤＴＬ－８３４８８ タイプⅠ又は
Ⅱ，クラス２とする。 
 

                    

図３０－傘骨 
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注記 構造及び特性は、次による。 
a) 保証荷重 図示の矢印Ｗ－Ｗの方向に規定された荷重をかけ異状がない。  
b) 表面処理 カドミウムめっきＡＭＳ－ＱＱ－Ｐ－４１６タイプⅠ又はⅡ，クラス

１又は，アルミニウムイオン蒸着ＭＩＬ－ＤＴＬ－８３４８８ タイプⅠ又は
Ⅱ，クラス２とする。ただし案内用鋲は除く。 
 

                    

図３１－自動索環 
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注記 保証荷重は，図示の矢印Ｗ－Ｗの方向に曳索ピン及び止め球が，スウェージ後    
1 970 Nの引張荷重に耐えれる。 

 

                  

図３２－自動索用曳索セット（Ａ） 
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注記１ 種類及びＬの寸法は，表１による。 
注記２ 仕上外観 すべての鋭利な先端及びカエリは，除去する。 

 

                    
図３３－蛇管（Ａ・Ｂ・Ｄ） 
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注記 構造及び特性は，次による。 
a) 仕上外観 すべての鋭角は，0.1面取り除去する。 
b) 表面処理 カドミウムめっきＡＭＳ－ＱＱ－Ｐ－４１６タイプⅠ又はⅡ，クラス

１又は，アルミニウムイオン蒸着ＭＩＬ－ＤＴＬ－８３４８８ タイプⅠ又は
Ⅱ，クラス２とする。 

 

                  

図３４－蛇管口金 
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図３５－蛇管取付板（Ａ） 
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注記 構造及び特性は、次による。 
a) 熱処理 本体はＳＡＥ－ＡＭＳ－Ｈ－６８７５（ＭＩＬ－Ｈ－６８７５）により

スプリングテンパーを行い，製品硬度は RC40～RC45とする。 
b) 表面処理 円錐金具，クランプ及びリベットを除き，カドミウムめっきＡＭＳ－

ＱＱ－Ｐ－４１６タイプⅠ又はⅡ，クラス１又は，アルミニウムイオン蒸着ＭＩ
Ｌ－ＤＴＬ－８３４８８ タイプⅠ又はⅡ，クラス２とする。 

 

                

図３６－蛇管取付板（Ｃ） 
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図３７－蛇管部保形板 
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注記 表面処理は，燐酸被膜処理後，黒色塗装仕上げとする。割ピンは，低炭素鋼の場
合，カドミウムめっきとする。 

 

                    
図３８－車両懸吊板（ブロックＡＳＳＹ） 
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注記 表面処理は，燐酸被膜処理後，黒色塗装仕上げとする。 

 

                

図３９－車両懸吊板（プレート） 
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注記 構造及び特性は，次による。 
a) 熱処理 製品硬度は，RC26～RC32に処理する。 
b) 表面処理 燐酸被膜処理後，黒色塗装仕上げとする。 
c) 仕上外観 すべての鋭角は，面取りする。 

 

               

図４０－車両離脱具（フック） 
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注記１ 構造及び特性は，次による。 
a) 熱処理 成形後，温度 260 ℃～288 ℃にて応力除去処理する。 
b) 直線密着巻きとする 

注記２ 種類及びＬの寸法は，表１による。 

 

                 

図４１－手動環室スプリング（Ａ・Ｂ） 
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注記 構造及び特性は、次による。 
a) 熱処理 ＳＡＥ－ＡＭＳ－Ｈ－６８７５（ＭＩＬ－Ｈ－６８７５）によりスプリ

ングテンパーを行い，製品硬度は RC40～RC45とする。 
b) 表面処理 カドミウムめっきＡＭＳ－ＱＱ－Ｐ－４１６タイプⅠ又はⅡ，クラス

１又は，アルミニウムイオン蒸着ＭＩＬ－ＤＴＬ－８３４８８ タイプⅠ又は
Ⅱ，クラス２とする。 
 

               
図４２－手動環室補強板 

51 



 

 

 

 

 

 

 

注記 構造及び特性は，次による。 
a) 保証荷重 各曳索ピン及び止め球は，スウェージ後 1 340 Nの引張荷重に耐え

る。 
b) 仕上外観 各曳索ピンの端末は丸くする。 
c) 表面処理 クロームめっきとする。ただし，手動環のみとする。 

 

                              

図４３－手動索（Ａ） 
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注記 構造及び特性は，次による。 
a) 保証荷重 各曳索ピン及び止め球は，スウェージ後 1 340 Nの引張荷重に耐え

る。 
b) 仕上外観 各曳索ピンの端末は丸くする。 
c) 表面処理 クロームめっきとする。ただし，手動環のみとする。 

 

                  

図４４－手動索（Ｅ） 
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注記 構造及び特性は，次による。 
a) 有効巻数 9巻 
b) 可動巻数 5 3/4巻±1/2巻き 
c) 荷重 コーンの線径を含め，63.2 ㎜に圧縮した時 255 N±25 Nとする。 
d) 表面処理 カドミウムめっきＡＭＳ－ＱＱ－Ｐ－４１６タイプⅠ又はⅡ，クラス

１又は，アルミニウムイオン蒸着ＭＩＬ－ＤＴＬ－８３４８８ タイプⅠ又は
Ⅱ，クラス２とする。 
 

                  

図４５－スプリング組立 
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注記 構造及び特性は，次による。 
 

a) 表面処理 カドミウムめっきＡＭＳ－ＱＱ－Ｐ－４１６タイプⅠ又はⅡ，クラス
１とする。 

b) 仕上外観 すべての鋭角は，面取りする。 
 

                 

図４６－制限索環 
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注記 構造及び特性は，次による。 
a) 表面処理 ＭＩＬ－Ａ－８６２５タイプⅠにより陽極処理とする。 
b) 仕上外観 すべての鋭角は，面取りする。 

 

 

 

 

 

 

 

             

図４７－制限索切断器取付具 
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注記 構造及び特性は，次による。 
a) 熱処理 ナイフの製品硬度は，RC40以上とする。 
b) 表面処理 カドミウムめっきとする。 

 

                  

図４８－切断ナイフ 

57 



 

 

 

 

 

 

注記 構造及び特性は，次による。 
a) 熱処理 ＳＡＥ－ＡＭＳ－Ｈ－６８７５（ＭＩＬ－Ｈ－６８７５）により引張強

さ 1 170 MPa～1 310 MPa（119 kgf/mm²～134 kgf/mm²）とする。 
b) 表面処理 燐酸被膜処理後，黒色塗装仕上げとする。 

 

            

図４９－切断ナイフ１号 
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注記 構造及び特性は、次による。 
a) 保証荷重 図示の矢印Ｗ－Ｗの方向に規定された荷重をかけ異状がない。  
b) 熱処理 ＳＡＥ－ＡＭＳ－Ｈ－６８７５（ＭＩＬ－Ｈ－６８７５）の 1 170 MPa

～1 310 MPa（119 kgf/mm²～134 kgf/mm²）の処理を行い，製品硬度は RC37～
RC42とする。 

c) 表面処理 カドミウムめっきＡＭＳ－ＱＱ－Ｐ－４１６タイプⅠ又はⅡ，クラス
１又は，アルミニウムイオン蒸着ＭＩＬ－ＤＴＬ－８３４８８ タイプⅠ又は
Ⅱ，クラス２とする。 
 

               

図５０－装帯調整環 
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注記 表面処理は，陽極処理，ＭＩＬ－Ａ－８６２５タイプⅠ又はⅡ，色相グリーンとす

る。 

 

                 

図５１－タイマー取付板（Ａ） 
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注記 構造及び特性は，次による。 
a) 熱処理 ボルト及びナットは，ＳＡＥ－ＡＭＳ－Ｈ－６８７５（ＭＩＬ－Ｈ－６

８７５）の処理を行い，製品硬度は，RC32～RC34とする。 
b) 表面処理 ボルト及びナットは，カドミウムめっきＡＭＳ－ＱＱ－Ｐ－４１６タ

イプⅠ又はⅡ，クラス１とする。ただし，本体は，陽極処理とする。 
 

                  

図５２－抽出傘連結器 
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注記１ 構造及び特性は，次による。 
a) 保証荷重 図示の矢印Ｗ－Ｗの方向に規定された荷重を３０秒間かけ異状がな

い。 
b) 解放荷重 図示の矢印Ｗ－Ｗの方向に 226 N荷重をかけた時，解放力Ｆが 35 N

以下である。 
c) 形状・構造 ＭＩＬ－Ｃ－４３８５９による。 
d) 表面処理 ＭＩＬ－Ｃ－４３８５９による。 

注記２ 本品は，U.S.ARMYの COUPLING，EXTRACTION FORCE TRANSFER AIRDROPであ
り，組立品の P/Nは，組み合わせる鋼索の長さにより表１で区分される。 

 

 

                

図５３－抽出力変換連結器（３５Ｋ） 
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注記 構造及び特性は，次による。 
a) 保証荷重 図示の矢印Ｗ－Ｗの方向に規定された荷重をかけ異状がない。また，

図示のＸ，Ｙ部を押さえ，Ｐ矢印の方向に規定された荷重をかけ異状がない。 
b) 熱処理 ＳＡＥ－ＡＭＳ－Ｈ－６８７５（ＭＩＬ－Ｈ－６８７５）の 1 170 MPa～ 

1 310 MPa（119 kgf/mm²～134 kgf/mm²）の処理を行い，製品硬度は RC37～RC42
とする。 

c) 表面処理 カドミウムめっきＡＭＳ－ＱＱ－Ｐ－４１６タイプⅠ又はⅡ，クラス
１又は，アルミニウムイオン蒸着ＭＩＬ－ＤＴＬ－８３４８８ タイプⅠ又は
Ⅱ，クラス２とする。 
 

               

図５４－遊動桿付吊フック 
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注記 構造及び特性は，次による。 
a) 保証荷重 図示の矢印Ｗ－Ｗの方向に規定された荷重をかけ異状がない。 
b) 熱処理 ＳＡＥ－ＡＭＳ－Ｈ－６８７５（ＭＩＬ－Ｈ－６８７５）の 1 170 MPa～ 

1 310 MPa（119 kgf/mm²～134 kgf/mm²）の処理を行い，製品硬度は RC37～RC42
とする。 

c) 表面処理 カドミウムめっきＡＭＳ－ＱＱ－Ｐ－４１６タイプⅠ又はⅡ，クラス
１又は，アルミニウムイオン蒸着ＭＩＬ－ＤＴＬ－８３４８８ タイプⅠ又は
Ⅱ，クラス２とする。 
 

                  
図５５－吊フック（Ａ） 
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注記 構造及び特性は，次による。 
a) 保証荷重 図示の矢印Ｗ－Ｗの方向に規定された荷重をかけ異状がない。 
b) 作動 アームレバーは，23 N～31 Nで鋼球から外れて開かなければならない。 
c) 熱処理 ＳＡＥ－ＡＭＳ－Ｈ－６８７５（ＭＩＬ－Ｈ－６８７５）の 1 170 MPa～ 

1 310 MPa（119 kgf/mm²～134 kgf/mm²）の処理を行い，製品硬度は RC37～RC42
とする。 

d) 表面処理 カドミウムめっきＡＭＳ－ＱＱ－Ｐ－４１６タイプⅠ又はⅡ，クラス
１又は，アルミニウムイオン蒸着ＭＩＬ－ＤＴＬ－８３４８８ タイプⅠ又は
Ⅱ，クラス２とする。 
 

                       

図５６－吊フック（Ｂ） 
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注記１ （ ）は，参考寸法を示す。 
注記２ 構造及び特性は、次による。 

a) 保証荷重 図示の矢印Ｗ－Ｗの方向に規定された荷重をかけ異状がない。  
b) 熱処理 ＳＡＥ－ＡＭＳ－Ｈ－６８７５（ＭＩＬ－Ｈ－６８７５）の 1 170 MPa

～1 310 MPa（119 kgf/mm²～134 kgf/mm²）の処理を行い，製品硬度は RC37～
RC42とする。 

c) 表面処理 カドミウムめっきＡＭＳ－ＱＱ－Ｐ－４１６タイプⅠ又はⅡ，クラス
１（リベットを除く）又は，アルミニウムイオン蒸着ＭＩＬ－ＤＴＬ－８３４８
８ タイプⅠ又はⅡ，クラス２とする。 

 

                   

図５７－吊フック（Ｃ） 

66 



   

 

 

注記 構造及び特性は，次による。 
a) 保証荷重 図示の矢印Ｗ－Ｗの方向に規定された荷重をかけ異状がない。 
b) 作動 アームレバーは，23 N～31 Nで鋼球から外れて開かなければならない。 
c) 熱処理 ＳＡＥ－ＡＭＳ－Ｈ－６８７５（ＭＩＬ－Ｈ－６８７５）の 1 170 MPa～ 

1 310 MPa（119 kgf/mm²～134 kgf/mm²）の処理を行い，製品硬度は RC37～RC42
とする。 

d) 表面処理 カドミウムめっきＡＭＳ－ＱＱ－Ｐ－４１６タイプⅠ又はⅡ，クラス
１又は，アルミニウムイオン蒸着ＭＩＬ－ＤＴＬ－８３４８８ タイプⅠ又は
Ⅱ，クラス２とする。 
 

                     

図５８－吊フック（Ｄ） 
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注記 表面処理は，ニッケルめっきとする。 

 

                 

図５９－止ネジ（Ｂ） 
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注記 構造及び特性は，次による。 

a) 保証荷重 図示の矢印Ｗ－Ｗの方向に規定された荷重をかけ異状がない。 
b) 熱処理 本体及び開閉桿は，RC23～RC27に処理する。 
c) 表面処理 本体及び開閉桿は，クロームめっき銅ニッケル下地とする。ただし，

めっき全厚さ 0.007 ｍｍ以上とする。 
 

                  

図６０－なす環 
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注記 構造及び特性は，次による。 
a) 保証荷重 図示の矢印Ｗ－Ｗの方向に規定された荷重をかけ異状がない。 
b) 熱処理 ＳＡＥ－ＡＭＳ－Ｈ－６８７５（ＭＩＬ－Ｈ－６８７５）の 1 170 MPa～ 

1 310 MPa（119 kgf/mm²～134 kgf/mm²）の処理を行い，製品硬度は RC37～RC42
とする。 

c) 表面処理 カドミウムめっきＡＭＳ－ＱＱ－Ｐ－４１６タイプⅠ又はⅡ，クラス
１又は，アルミニウムイオン蒸着ＭＩＬ－ＤＴＬ－８３４８８ タイプⅠ又は
Ⅱ，クラス２とする。 
 

                 

図６１－二重Ｄ型環 
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注記 構造及び特性は，次による。 
a) 保証荷重 図示の矢印Ｗ－Ｗの方向に規定された荷重をかけ異状がない。 
b) 熱処理 ＳＡＥ－ＡＭＳ－Ｈ－６８７５（ＭＩＬ－Ｈ－６８７５）の 1 170 MPa～ 

1 310 MPa（119 kgf/mm²～134 kgf/mm²）の処理を行い，製品硬度は RC37～RC42
とする。 

c) 表面処理 カドミウムめっきＡＭＳ－ＱＱ－Ｐ－４１６タイプⅠ又はⅡ，クラス
１とする。 
 

                  

図６２－二重Ｖ型環 
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注記 構造及び特性は，次による。 
a) 熱処理 成形後，応力除去処理する。 
b) 表面処理 カドミウムめっきＡＭＳ－ＱＱ－Ｐ－４１６タイプⅠ又はⅡ，クラス

１又は，アルミニウムイオン蒸着ＭＩＬ－ＤＴＬ－８３４８８ タイプⅠ又は
Ⅱ，クラス２とする。 
 

            

図６３－フック止金具 
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注記 構造及び特性は，次による。 
a) 保証荷重 図示の矢印Ｗ－Ｗの方向に規定された荷重をかけ異状がない。 
b) 熱処理 ＳＡＥ－ＡＭＳ－Ｈ－６８７５（ＭＩＬ－Ｈ－６８７５）の 1 170 MPa～ 

1 310 MPa（119 kgf/mm²～134 kgf/mm²）の処理を行い，製品硬度は RC37～RC42
とする。 

c) 表面処理 カドミウムめっきＡＭＳ－ＱＱ－Ｐ－４１６タイプⅠ又はⅡ，クラス
１又は，アルミニウムイオン蒸着ＭＩＬ－ＤＴＬ－８３４８８ タイプⅠ又は
Ⅱ，クラス２とする。 
 

             

図６４－分離連結環（Ａ） 
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注記 構造及び特性は，次による。 
a) 保証荷重 図示の矢印Ｗ－Ｗの方向に規定された荷重をかけ異状がない。 
b) 熱処理 ＳＡＥ－ＡＭＳ－Ｈ－６８７５（ＭＩＬ－Ｈ－６８７５）の 1 170 MPa～ 

1 310 MPa（119 kgf/mm²～134 kgf/mm²）の処理を行い，製品硬度は RC37～RC42
とする。 

c) 表面処理 カドミウムめっきＡＭＳ－ＱＱ－Ｐ－４１６タイプⅠ又はⅡ，クラス
１又は，アルミニウムイオン蒸着ＭＩＬ－ＤＴＬ－８３４８８ タイプⅠ又は
Ⅱ，クラス２とする。 
 

             

図６５－分離連結環（Ｂ） 
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注記 構造及び特性は，次による。 
a) 保証荷重 図示の矢印Ｗ－Ｗの方向に規定された荷重をかけ異状がない。 
b) 熱処理 ＳＡＥ－ＡＭＳ－Ｈ－６８７５（ＭＩＬ－Ｈ－６８７５）の 1 170 MPa～ 

1 310 MPa（119 kgf/mm²～134 kgf/mm²）の処理を行い，製品硬度は RC37～RC42
とする。 

c) 表面処理 カドミウムめっきＡＭＳ－ＱＱ－Ｐ－４１６タイプⅠ又はⅡ，クラス
１又は，アルミニウムイオン蒸着ＭＩＬ－ＤＴＬ－８３４８８ タイプⅠ又は
Ⅱ，クラス２とする。 
 

                

図６６－方形環 
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注記 構造及び特性は、次による。 
a) 熱処理 ＳＡＥ－ＡＭＳ－Ｈ－６８７５（ＭＩＬ－Ｈ－６８７５）によりスプリ

ングテンパーを行い，製品硬度は RC40～RC45とする。 
b) 表面処理 カドミウムめっきＡＭＳ－ＱＱ－Ｐ－４１６タイプⅠ又はⅡ，クラス

１又は，アルミニウムイオン蒸着ＭＩＬ－ＤＴＬ－８３４８８ タイプⅠ又は
Ⅱ，クラス２とする。 
 

               

図６７－保形板（Ａ） 
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注記 構造及び特性は、次による。 
a) 熱処理 ＳＡＥ－ＡＭＳ－Ｈ－６８７５（ＭＩＬ－Ｈ－６８７５）によりスプリ

ングテンパーを行う。 
b) 表面処理 カドミウムめっきＡＭＳ－ＱＱ－Ｐ－４１６タイプⅠ又はⅡ，クラス

１又は，アルミニウムイオン蒸着ＭＩＬ－ＤＴＬ－８３４８８ タイプⅠ又は
Ⅱ，クラス２とする。 
 

              

図６８－保形板（Ｃ） 
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注記 構造及び特性は、次による。 
a) 熱処理 ＳＡＥ－ＡＭＳ－Ｈ－６８７５（ＭＩＬ－Ｈ－６８７５）によりスプリ

ングテンパーを行う。 
b) 表面処理 カドミウムめっきＡＭＳ－ＱＱ－Ｐ－４１６タイプⅠ又はⅡ，クラス

１又は，アルミニウムイオン蒸着ＭＩＬ－ＤＴＬ－８３４８８ タイプⅠ又は
Ⅱ，クラス２とする。 
 

        

                  
図６９－保形板（Ｄ） 
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注記 すべての鋭角は面取加工する。 

             

図７０－保形板（Ｌ） 
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注記 表面処理は，カドミウムめっきＡＭＳ－ＱＱ－Ｐ－４１６タイプⅠ又はⅡ，クラス
１又は，アルミニウムイオン蒸着ＭＩＬ－ＤＴＬ－８３４８８ タイプⅠ又はⅡ，
クラス２とする。 

 

             

図７１－保形枠（Ｂ） 
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注記１ （ ）は，参考寸法を示す。 
注記２ 構造及び特性は、次による。 

a) 仕上外観 すべての鋭角は面取加工する。 
b) 表面処理 陽極処理とする。 

 

              
図７２－ホールド・ダウン・プレート（Ｂ） 
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注記 構造及び特性は，次による。 
a) 保証荷重 図示の矢印Ｗ－Ｗの方向に規定された荷重をかけ異状がない。 
b) 熱処理 ＳＡＥ－ＡＭＳ－Ｈ－６８７５（ＭＩＬ－Ｈ－６８７５）の 1 170 MPa～ 

1 310 MPa（119 kgf/mm²～134 kgf/mm²）の処理を行い，製品硬度は RC37～RC42
とする。 

c) 表面処理 カドミウムめっきＡＭＳ－ＱＱ－Ｐ－４１６タイプⅠ又はⅡ，クラス
１又は，アルミニウムイオン蒸着ＭＩＬ－ＤＴＬ－８３４８８ タイプⅠ又は
Ⅱ，クラス２とする。 
 

                 

図７３－山形環 
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注記 構造及び特性は，次による。 
a) 保証荷重 図示の矢印Ｗ－Ｗの方向に規定された荷重をかけ異状がない。また，

図示のＸ，Ｙ部を押さえ，Ｐ矢印の方向に規定された荷重をかけ異状がない。 
b) 熱処理 ＳＡＥ－ＡＭＳ－Ｈ－６８７５（ＭＩＬ－Ｈ－６８７５）の 1 170 MPa～ 

1 310 MPa（119 kgf/mm²～134 kgf/mm²）の処理を行い，製品硬度は RC37～RC42
とする。 

c) 表面処理 カドミウムめっきＡＭＳ－ＱＱ－Ｐ－４１６タイプⅠ又はⅡ，クラス
１又は，アルミニウムイオン蒸着ＭＩＬ－ＤＴＬ－８３４８８ タイプⅠ又は
Ⅱ，クラス２とする。 
 

                

図７４－遊動調整環（Ａ） 
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注記 構造及び特性は，次による。 
a) 保証荷重 図示の矢印Ｗ－Ｗの方向に規定された荷重をかけ異状がない。また，

図示のＸ，Ｙ部を押さえ，Ｐ矢印の方向に規定された荷重をかけ異状がない。 
b) 熱処理 ＳＡＥ－ＡＭＳ－Ｈ－６８７５（ＭＩＬ－Ｈ－６８７５）の 1 170 MPa～ 

1 310 MPa（119 kgf/mm²～134 kgf/mm²）の処理を行い，製品硬度は RC37～RC42
とする。 

c) 表面処理 カドミウムめっきＡＭＳ－ＱＱ－Ｐ－４１６タイプⅠ又はⅡ，クラス
１又は，アルミニウムイオン蒸着ＭＩＬ－ＤＴＬ－８３４８８ タイプⅠ又は
Ⅱ，クラス２とする。 

 

             

図７５－遊動調整環（Ｂ） 
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注記 構造及び特性は，次による。 
a) 保証荷重 図示の矢印Ａ－Ａの方向に規定された荷重をかけ異状がない。また，

装帯用扁条を用いて図示の矢印Ｂ－Ｂの方向に規定された荷重をかけて，扁条の
滑りその他の異状がない。 

b) 熱処理 ＳＡＥ－ＡＭＳ－Ｈ－６８７５（ＭＩＬ－Ｈ－６８７５）の 1 170 MPa～ 
1 310 MPa（119 kgf/mm²～134 kgf/mm²）の処理を行い，製品硬度は RC37～RC42
とする。 

c) 表面処理 カドミウムめっきＡＭＳ－ＱＱ－Ｐ－４１６タイプⅠ又はⅡ，クラス
１又は，アルミニウムイオン蒸着ＭＩＬ－ＤＴＬ－８３４８８ タイプⅠ又は
Ⅱ，クラス２とする。 
 

                

図７６－遊動調整環（Ｃ） 
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図７７－遊動桿浮動止金具 
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注記 表面処理は，ＯＤ色塗装仕上げとする。 

 

                 

図７８－落下傘設置板 
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注記 構造及び特性は，次による。 
a) 連結保証荷重 図示の矢印Ｗ－Ｗの方向に規定された荷重をかけ異状がない。 
b) シャー引き抜き荷重 66.2 N±30.9 N 
c) 自動分離荷重 4 410 N±880 N 
d) 熱処理 本体及びカバーは，ＳＡＥ－ＡＭＳ－Ｈ－６８７５（ＭＩＬ－Ｈ－６８

７５）の処理を行い，製品硬度は RC28～RC33とする。連結部・分離環・回転子
は，ＳＡＥ－ＡＭＳ－Ｈ－６８７５（ＭＩＬ－Ｈ－６８７５）の処理を行い，製
品硬度は RC37～RC42とする。 

e) 表面処理 本体・カバー・連結部・延期部及び分離環は，燐酸被膜処理とする。
上部掛金・下部掛金・回転子起し金・シャー・回転子・鋲及び上部掛金ばねは，
カドミウムめっきＡＭＳ－ＱＱ－Ｐ－４１６タイプⅠ，クラス１とする。  

        
図７９－落下傘分離器 

88 



 

 

 

 

注記１ 構造及び特性は，次による。 
a) 保証荷重 図示の矢印Ｗ－Ｗの方向に規定された荷重を１５秒間かけ異状がな

い。 
b) 形状・構造 ＭＩＬ－Ｒ－４３８３８による。 
c) 表面処理 ＭＩＬ－Ｒ－４３８３８による。 

注記２ 本品は，U.S.ARMYの RELEASE，CARGO PARACHUTE AIRDROP，M-2であり，組立品
の P/Nは 11-1-565-2である。 

 

                

図８０－落下傘分離器特１号 
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注記 構造及び特性は，次による。 
a) 保証荷重 図示の矢印Ａ－Ａ及びＢ－Ｂの方向にそれぞれ 8 930 Nの荷重をか

け、荷重除去後本体外側の図示の所で対角の 測定し，永久変形 0.15 ｍｍ以下と 
する。 

b) 機能 押板は「ＬＯＣＫ」の位置から「ＵＮＬＯＣＫ」の位置へ 110～180 N・cm
（95～1 551b・in）で回転する。 

c) 表面処理 表面処理は，次による。 
1) 本体・蓋板・押板・間筒・発条受 陽極処理 ＭＩＬ－Ａ－８６２５ タイ

プⅡ 
2) ピン・作動軸・駐筒・発条調整ネジ カドミウムめっきＡＭＳ－ＱＱ－Ｐ－

４１６タイプⅠ又はⅡ，クラス１又は，アルミニウムイオン蒸着ＭＩＬ－Ｄ
ＴＬ－８３４８８ タイプⅠ又はⅡ，クラス３とする。 
 

                    

図８１－離脱器 
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注記 表面処理は，陽極処理とする。 

                  

図８２－リテーナ 
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注記 構造及び特性は，次による。 
a) 保証荷重 図示の矢印Ｗ－Ｗの方向に規定された荷重をかけ異状がない。。 
b) 熱処理 ＳＡＥ－ＡＭＳ－Ｈ－６８７５（ＭＩＬ－Ｈ－６８７５）の 1 170 MPa～ 

1 310 MPa（119 kgf/mm²～134 kgf/mm²）の処理を行い，製品硬度は RC37～RC42
とする。 

c) 表面処理 カドミウムめっきＡＭＳ－ＱＱ－Ｐ－４１６タイプⅠ又はⅡ，クラス
１又は，アルミニウムイオン蒸着ＭＩＬ－ＤＴＬ－８３４８８ タイプⅠ又は
Ⅱ，クラス２とする。 
 

                 

図８３－連結環 
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注記 構造及び特性は，次による。 
a) 保証荷重 図示の矢印Ｗ－Ｗの方向に規定された荷重をかけ異状がない。 
b) 熱処理 本体，ピン及びカバーは，ＳＡＥ－ＡＭＳ－Ｈ－６８７５（ＭＩＬ－Ｈ

－６８７５）の 1 180 MPa～1 310 MPa（120 kgf/mm²～134 kgf/mm²）の処理を行
う。 

c) 表面処理 本体，ピン及びカバーは，燐酸被膜処理をする。スペーサーは，陽極
処理する。 
 

                 

図８４－連結環（Ｂ） 
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注記 構造及び特性は，次による。 
a) 保証荷重 図示の矢印Ｗ－Ｗの方向に規定された荷重をかけ異状がない。 
b) 表面処理 スペーサー，ボルト及びナットは，カドミウムめっきＡＭＳ－ＱＱ－

Ｐ－４１６タイプⅠ又はⅡ，クラス１とする。本体は，陽極処理ＯＤ色仕上とす
る。 
 

                 

図８５－連結器（Ａ） 
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注記 構造及び特性は，次による。 
a) 保証荷重 図示の矢印Ｗ－Ｗの方向に規定された荷重をかけ異状がない。 
b) 表面処理 スペーサー，ボルト及びナットは，カドミウムめっきＡＭＳ－ＱＱ－

Ｐ－４１６タイプⅠ又はⅡ，クラス１とする。本体は，陽極処理ＯＤ色仕上とす
る。 
 

                

図８６－連結器（Ｂ） 
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注記 構造及び特性は，次による。 
a) 熱処理 ＳＡＥ－ＡＭＳ－Ｈ－６８７５（ＭＩＬ－Ｈ－６８７５）によりスプリ

ングテンパーを行い、製品硬度は RC40～RC45とする。 
b) 表面処理 カドミウムめっきＡＭＳ－ＱＱ－Ｐ－４１６タイプⅠ又はⅡ，クラス

１又は，アルミニウムイオン蒸着ＭＩＬ－ＤＴＬ－８３４８８ タイプⅠ又は
Ⅱ，クラス２とする。 
 

                

図８７－肋骨保形板 
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注記 構造及び特性は，次による。 
a) 保証荷重 図示の矢印Ｗ－Ｗの方向に規定された荷重をかけ異状がない。また，

図示のＸ，Ｙ部を押さえ，Ｐ矢印の方向に規定された荷重をかけ異状がない。 
b) 熱処理 ＳＡＥ－ＡＭＳ－Ｈ－６８７５（ＭＩＬ－Ｈ－６８７５）の 1 170 MPa～ 

1 310 MPa（119 kgf/mm²～134 kgf/mm²）の処理を行い，製品硬度は RC37～RC42
とする。 

c) 表面処理 カドミウムめっきＡＭＳ－ＱＱ－Ｐ－４１６タイプⅠ又はⅡ，クラス
１又は，アルミニウムイオン蒸着ＭＩＬ－ＤＴＬ－８３４８８ タイプⅠ又は
Ⅱ，クラス２とする。 
 

              

図８８－Ｖ型調整環（Ａ・Ｃ・Ｄ ） 
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注記 構造及び特性は，次による。 
a) 熱処理 ＳＡＥ－ＡＭＳ－Ｈ－６８７５（ＭＩＬ－Ｈ－６８７５）の 1 030 MPa～ 

1 170 MPa（105 kgf/mm²～119 kgf/mm²）の処理を行い，製品硬度は RC34～RC38
とする。 

b) 表面処理 カドミウムめっきＡＭＳ－ＱＱ－Ｐ－４１６タイプⅠ又はⅡ，クラス
１とする。 
 

             

図８９－変形Ｖ型環 
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